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➢ ９月23日 韓国の野鳥でH5亜型鳥インフルエンザウイルス※

➢ ９月26日 神奈川県の死亡野鳥でA型鳥インフルエンザウイルス※

野鳥でのウイルス検出状況

昨シーズンの発生を踏まえると、今後、我が国へ飛来する渡り鳥が本病の
ウイルスを保有している可能性が高く、厳重な警戒が必要です！

高病原性鳥インフルエンザを疑う症状が見られたら
速やかに家畜保健衛生所へ！

・急激に死亡する鶏の数が増えた
・まとまって嗜眠・沈うつ状態になっている（写真１・２）
・皮下出血がある（写真３）
・トサカや肉垂が暗青色に変化した

写真１．感染し、元気をなくした鶏（真瀬昌
司原画）

写真２．突然の沈うつ、すぐ死亡（山口県提供） 写真３．脚部の皮下出血（真瀬昌司・谷村信
彦原画）

が確認されました。

HPAI（高病原性鳥インフルエンザ）を疑う症状

鳥インフルエンザ対策を徹底しましょう！

※いずれも高病原性かは未確定


